りぴ りと しびれました。 

「あつ —— -」 

と、 高 一はお どろいて 手 を ひっこめました。 そのと 

き 鳩 は 羽 を ふるわせて、 急に くるりとむ きを かえると 

きみの わるい 羽ばたき をして、 さっと 空に まいあがり 

ました。 が、 そのと びかた の すばやい ことと いったら 

ぼう あが 

まるで 戦闘機が 地上から、 おおぞらへ むかって、 棒 上 

リに のぼるのと かわりません。 あまりの ものすご さに 

ゆくえ 

高 一 も ミドリ も あっけに とられて、 あやしい 鳩の 行方 

をみ おくつ て いました。 

ちょうど そのころ、 この 村の うんと 上空 を 一 だいの 



紙 きれが はずされました。 

「これ はたい へんだ」 

と、 良 太お じさん は、 顔色 を かえて いいました。 

「ミドリ ちゃんのお 父 さまが、 あやしい 一 団 にっか 

ま つ ている そうだ。 さ つ そく 憲兵隊へ しらせ なきや い 

かん」 

憲兵 軍曹で ある 良 太お じさん は、 じつは ミドリのお 

父 さまが、 あ る 大事な， 、- J 用 を ひきうけて 旅に でた のに、 

いつまで たっても かえって こない の を しんぱいして、 

ちょうど いま、 たずねて きたと ころな のでした。 さつ 

そく、 けが をした 伝書鳩 第一 号の もちかえった 紙 きれ 



きたし、 そのうえ スパイ 団の わる 者 も、 おおぜい つか 

まえる ことができ たのです から、 大手 がらでした。 

「へんだ な あ —— 」 

良 太お じさんが、 首をかしげました。 

「なにが へ ん なのです か」 

「だって、 電気 鳩が、 この ほら 穴に とびこむ ところ を 

みたのに、 いまこう して さがして みても いない じ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「おかしい ね。 これ はどう やら、 ほかにぬ け 道が ある 

らしい ぞ I 



むこうに すがたをけしました。 まもなく、 わんわん と 

マルの ほえる， j え！ 

「それ、 ぬけ 穴 だつ」 

と、 みなの もの も 岩 を とびこえて みると、 なるほど 

下に つづいた ぬけ 道が ありました。 いそいで いってみ 

ると、 ぴ かりと 光る もの —— 電気 鳩です。 マルに おい 

かけられ ています。 

しかも、 その そばに は、 団長が 黒い 箱 をせ おってに 

げて ゆきます。 

「おいまて つ —— 」 

と 良 太お じさんた ち は、 一生 けんめいに おいかけ ま 



のかし こい 鳩です」 

鳩つ かいは、 長いむ ちで かご をた たきながら、 二人 

の 前に さしだしました。 かごの 中には、 つばさの 色が 

うす 青色で、 金の すじが 二 本と おってい る 鳩が、 じつ 

とこ つち をみ ていました。 

(あつ、 電気 鳩 そっくり だ) 

と、 高 一 は 目 をみ はりました。 

「さあ、 これから この 鳩に お嬢さんのお としゃ、 名前 

まで も あてさせましょう。 お嬢さん、 どうぞ こちらへ 

あがって 下さい」 

「だめ だよ、 ミドリ」 



ポン ちゃんとい うその 少年 は、 わる 者の 仲間です か 

ら、 とても、 高 一 をた すけて くれません。 

高 一は、 なに を おもいつ いたか、 いつも 腰に さげて 

いる 鳩 をよ ぶ 笛 を、 ポン ちゃんに あげる から、 もって 

おゆきと いいました。 すると、 ポン ちゃん は大 よろこ 

びで、 屋根の やぶれ 目から、 柱った いに するするとお 

りてきて、 高 一 の 腰に ついている 笛 をと ると、 また、 

そとに でて ゆきました。 

ま J- つ ま J- つ ま J- つ 

笛 は、 そとで さかんになって います。 ポン ちゃんが 

おもしろが つて ふいて いるので す。 



「いや だ。 それよりも ぼくの 妹 を どうしたんだ。 はや 

く、 ぼく を ミドリに あわせて くれ」 

「ミドリ はお 前より 一 足さき に 船に のりこん でら あ。 

むこうへ い つ てから あわせて やる」 

「うむ、 さて は、 妹 もた るづ めに された のか」 

「いや、 たるに いれる の は、 お前み たいな あばれん 坊 

だけなん だ。 さあ はいれ」 

高 一は 力お よばず、 とうとう たるに いれられました _ 

どこへ いく？ 



高 一 のおし こめられた、 たる は、 まもなく、 外に か 

つぎ だされました。 いったい、 どこへ はこばれて ゆく 

のでし ようか。 まっくらな たるの なかで、 高 一は、 気 

が 気でありません。 

くう くう くう 

高 一 のおな かの へんで、 ないている ものが あります _ 

それ はもう 一 羽の 鳩、 ァ シガラ でありました。 高 一 が 

わる 者の ため、 たるに いれられる すこし まえ、 わずか 

のす きをう かがって、 ァシ ガラを 上着の 下へ いれて か 



がしくな りました。 

「おや、 あの 犬 は、 この 車 をお つかけ てく るん じ やな 

ヽ i I 

レカ」 

「うん、 小僧が いるの を かぎつけ たんだ」 

「めんどう だ。 ピストルで うってし まえ」 

「まて つ、 ピストルの 音 をき かれたら どうす るの だ。 

石ころ を なげつけて やれ」 

えいえいと、 石ころ を なげる こえが します。 

わ わ わ わ、 わんわん、 と はげしい 犬の なきごえが、 

車 をお つ てきます。 

「あつ、 あの こえ は マル じ やない か」 



「さあ、 日本の 軍艦が うった ぞ。 船 をと めろ という あ 

いずだ。 すぐ 電気 鳩 を さがさな いと、 ほんとうにうた 

れ るぞ」 

そういう こえ は、 たしかに あのに くい スパイ 団長の 

マ J えです。 

どうやら 電気 鳩が にげた ようすです。 そして この 汽 

船 は、 日本の 軍艦に おいかけられて いるら しいので す。 

高 一は それ を 知って、 胸 をお どらせ ました。 近くの 

海 を 見 はって いる 日本の 軍艦が、 この あやしい 船 をみ 

つけて きて くれれば、 きっと 助かる にちがいない。 

しかし、 その 前に 日本の 軍艦の 砲弾が、 この 汽船に 



で、 大 決心 をして、 たるの ふた を 力ま かせに おしまし 

た。 

ふた は、 ぼかり と あきました。 高 一はた るの 中から 

首 を 出しました。 

「あつ、 海岸 だ！」 

嵐 はすつ かりお さまり、 朝日 はまば ゆく 海上に かが 

やいて いました。 あたり はまつ くろな 砂が、 いちめん 

にある 美しい 海べ です が、 うしろに は、 けわしい 岩山 

がそび えていて、 おそろ しげに 見えます。 

「こ， 」 は ど - 」 だろう」 

高 一は、 たるの なかから 出て、 めずらしげ にあたり 



を ながめました。 まったく 見た こと もない ところです- 

高 一は 元気 を だして、 うら 山に のぼって みました。 

そこへ あがる と、 きっと 村 かなん かが、 みえる にち が 

いないと 思った からです。 

ところが、 うら 山に のぼって みて おどろきました。 

村が 見える どころ か、 ここ はい つけん の 家 もない 小さ 

な 無人島 (人の いない 島) だった のです。 

「無人島へ ながれつ いたと はよ わった」 

と、 高 一は ひとりごと をい いました。 

そしてな おも、 あたりの 海面 を、 しきりに みまわし 

て いました が、 



ミドリば かりではありません。 

その そばに は、 あのに くい スパイ 団長 もい ました。 

どうやら、 れいの 貨物船 は、 日本軍 艦の 砲弾に あた つ 

てし ずんだ ようすです。 だから わる 者た ち は、 ボ ） r 

にの つ て にげて きたので しょう。 

「ああ、 かわいそうな 妹 …… 」 

ミドリ は、 兄の 高 一が 山の 上から 見て いると もしら 

ず、 しょんぼり として、 わる 者た ちに 手 を ひかれて い 

ました。 村の 見世物 小屋から さらわれた ままの すがた 

です。 団長 は、 この かわいそうな ミドリ を、 どうしょ 

うとい うので しょうか。 高 一はす ぐに もとんで いきた 



し、 それ を、 ゴムびきの かっぱに つつんで わきに かか 

えました。 

「兄ち やん、 どこへ にげる の」 

「船に のって、 すこしで も 早く、 この 島から にげだす 

の だよ。 海へ 出れば、 きっと どこかの 船に であい、 た 

すけて くれる よ」 

くらい 海岸へ でて しらべて みます と、 ボ —， ^が 二 そ 

う ありました。 さいわい 番人 もい ません。 高 一 に はな 

かな か 動かしに くい ボ— ト であり ましたが、 それでも 

一生 けんめいに 海の 中に おろし、 その ひとつに のりこ 

み、 もう 一そう は、 うしろに ひっぱって ゆく ことにし 



ました。 

高 一は 「地底 戦車」 を 発明した お 父 さまが、 敵国 か 

ら にらまれ ている ことが しんぱいで なりません。 それ 

で、 死に ものぐるいで、 くらい 海に こぎだしました。 

「兄ち やん、 もう ひとつの ボ ー ト はいらな いのでし よ 

う。 おいて くれば よかった のにね え」 

「いや、 のこして おけば、 わる 者 どもが、 それにの つ 

てお つかけ てく る じ やない か」 

高 一は、 いつも あわてないで、 よく 考えて いました- 

やがて、 ボ— トのー つ は船ぞ この せん をぬ いて 海の 中 

にしず めて しまいました。 これで、 スパイ 団長 を はじ 



め わる 者 ども は、 無人島に 島な がしに なって、 どこへ 

も ゆけ なくなった のです。 やがて 気がついて、 さて、 

おどろく ことでしょう。 しかし、 あの わる 者 どもが、 

そのまま、 おとなしく 島な がしに なって いるでしょう 

ゝ o 

力 

くらい 海 を、 高 一と ミドリの ボ— トは 長い あいだた 

だよ つてい ました。 

やがて 夜が あけました。 たすけの 船 はと 思って あた 

リを たえず さがした のです が、 いじわるく、 船の かた 

ち も、 煙の かげ も 見あたりません。 どうなる ことかと 

思って いるう ちに、 その 日のお ひるすぎ になって、 二 



味方 かと 思って いるう ちに、 飛行機 は、 まっしぐらに 

ばくだん を はなちました。 ああ 敵です。 

「兄ち やん、 ばくだんよ。 ああ、 あぶない」 

ミドリ は、 顔 を まっさお にして さけびました。 高 一 

少年 は、 ボ— ト にばく だんが あたって はなる もの かと、 

ォ ー ル (かい) を 力 いっぱい こいで、 のがれよ うとつ 

とめました。 

ど、 どか あん。 ぐ わ うん、 わ わわん。 

一 一人の きょうだ いの 目の前に、 と つ ぜん ものすごい 

水け むりが たちました。 ばくだんが はれつし たのです。 

いいあん ばいに あたりませんでした。 そのかわり、 も 



「うむ、 電気 鳩が うごきだした。 もう 電気 鳩 は、 こつ 

ちの 味方 だぞ」 

電気 鳩 は、 かばんの なかに ある 電気 のし かけで う) J 

くこと がわ かりました。 外国に は、 こうした きかいで 

人間が ひとりものつ て いない 飛行機 をとば す 発明が あ 

ります。 それ も 電気の 力で うごかす のです。 それと お 

目 もり 盤の まわし かたで、 電気 鳩 は どっちへ でもと 

びます。 それが わかった ので、 高 一は 電気 鳩 を 敵の 飛 

行 機へ むけて とびかからせました。 

ぱたぱ たと、 つよい 羽ばたき をして、 電気 鳩 は、 飛 



行 機 をお いかけました。 

「電気 鳩さん、 しっかり」 

電気 鳩 は、 すごい はやさで とんで いって、 ついに 飛 

行 機に つきあたりました。 ぱっと 赤い 火花が ちった か 

と 思う と、 たちまち 飛行機 は ほのおにつつ まれて、 つ 

いらくし ました。 

「ああす てき だ。 ばん ざ あい」 

「ああよ かった わ。 電気 鳩さん、 ばん ざ あい」 

きょうだ いは ボ ） ^の 中で、 両手 を あげて さけび ま 

した。 

わる 者の のった 飛行機 は、 海中に おちて、 そのまま 



波に のまれて みえ なくなりました。 

そのと き、 いつの まにあら われた か、 駆逐艦が 一せ 

き、 波 をけ たてて 二人の ボ —， ^をた すけに きました。 

駆逐艦の うしろに はためく 軍艦旗 をみ たと き、 高 一と 

ミドリ は 手 をと りあって、 うち よろこびました。 日本 

の 軍艦旗です。 

駆逐艦から はボ— トが おろされ、 水兵さん がそれ を 

こいで、 二人の 方に ちかづき、 大きい 駆逐艦の 上へ た 

すけ あげて くれました。 

電気 鳩 は、 もちろん、 高 一が きかい を まわして 手 も 

と へ よびよせました。 



大石 大尉 は 金庫 を あけて、 中から 一 枚の 地図 をと り 

だし、 高 一と ミドリの 前に ひろげました。 

その 大地 図 は、 国 ざ かいふ きんの くわしい 図面で し 

た。 なかほどに 大きな 川が ながれて おり、 その 川の ま 

ん 中に、 中の 島が あります。 

その 中の 島 を大石 大尉 は ゆびさして、 

「この 中の 島なん だよ。 あなたがたのお 父 さまが とり 

こに なって いると Y ろ は 」 

「えつ、 とり， J です つ て」 

「そうだ、 敵の ため、 ここに つれこまれ たの だ。 敵 は 

お 父 さまの 発明した 『地底 戦車』 の ひみつ をし りたく 



といって、 日本の 兵隊さん がせ めれば、 お 父 さまのお 

命が あぶない —— 子供 なれば こそでき るか もしれ ない 

という、 今日の 大 冒険な のです。 

「お 父 さま をぶ じに すく いだす- とが で きれば、 ぼく 

は、 死んでも いいんだ」 

島に ついた 高 一 は、 まず 船の なかから、 りんごの いつ 

ぱい はいった かご を 上に あげました。 そして、 軍用犬 

を つれて 島に とびあがりました。 

高 一は、 りんごの かご を かたに かけて、 ト— チカの 

方へ 歩いて ゆきました。 

「こら、 少年 まて。 どこへ ゆ くんだ」 



高 一が、 ふりかえって みると、 りっぱな 敵の 将校で 

した。 それ は、 ト ー チカの 隊長だった のです。 

高 一は、 わざと かなしい 顔 をして あやまり ましたが、 

隊長 は、 しょうち しません。 そして、 高 一 を ひきずる 

ようにして、 ト— チカの 中の 自分のへ やに ひっぱって 

ゆきました。 りんご はか ごから おちて、 そこら じゅう 

に ^ ろごろ とこ ろげ ました。 

「さあ、 こっちへ はいれ。 しらべて やる」 

高 一はもう これまでと 思い、 腰の 袋 を あけて 電気 鳩 

を だしました。 そして、 りんごの かごの なかに かくし 

て ある、 電気 鳩 をう ごかす きかい を ひねりました。 



電気 鳩に は、 とてもかない ません。 そのうちに、 犬が 

わんわん ほえながら もど つ てきました。 

「おお、 わかった か。 よしいこう。 さあ、 つれていつ 

ておくれ」 

高 一は 電気 鳩 を つれて、 軍用犬のう しろから かけだ 

しました。 

r わ ス 才ス ゎス， - 

軍用犬 は、 ひとつの とびらの 前で、 しきりに ほえて 

います。 しかし、 その とびらに は 大きな 錠が おりて 

いて、 あける ことができません。 

「そうだ、 これ は 電気 鳩に たのもう」 
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